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　農地は食糧生産の場であり、また環境保全においても非常に重要な役割を担う大切な資産です。

　農業委員会では、農業委員、農地利用最適化推進委員が、農地パトロール（利用状況調査）を

行い、遊休農地の解消や農地転用違反の是正等に取組んでいます。

　農地法第30条に基づき、毎年８月から11月を農地パトロール（農地利用状況調査）強化月間として、

①地域の農地利用の確認、②遊休農地の実態把握と発生防止・解消、③違反転用の発生防止・早期発

見に取組むことを目的に実施しています。

○農業委員や農地利用最適化推進委員が調査のため農地に立ち入りますので、予めご了承ください。

○利用意向調査は、遊休農地や遊休化のおそれのある農地の所有者・借受人に農地の今後の利用方法

　の意向を確認するための書類を送付しますので、必ず回答ください（返信用封筒を同封しておりま

　す。）。

　遊休農地や遊休化のおそれのある農地について

は、所有者の方の意向を踏まえ、農地を効率的に

利用できるよう、農地中間管理機構の事業や、地

域の農業者や関係機関・団体と協力し「人・農地

プラン」をはじめとする取組みを通じて、農地を

適正に利用できるよう支援していきます。

　毎年８月から11月を農地パトロール強化月間として、様々な取組みを行います。

　①　農業委員及び農地利用最適化推進委員で合同の現地調査を実施します。

　②　広報車での啓発活動及び市ホームページ等での情報発信を行います。

農地パトロール（利用状況調査）について

農地パトロール強化月間開始！

調査後はどうするの？

調査協力のお願い

農地パトロール（利用状況調査）について

農地パトロール強化月間開始！

調査後はどうするの？

調査協力のお願い

農地パトロール（利用状況調査）について

農地パトロール強化月間開始！

調査後はどうするの？

調査協力のお願い

ご不明な点はお問い合わせください。 農地調査係

現地調査の様子現地調査の様子

8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 ・・・・ 概ね6か月後

郵送 現地確認

農地パトロール（利用状況調査）
農業委員・推進委員 集 計

集 計 協議の勧告利用意向調査
所有者等に郵送

農地パトロール（利用状況調査）
農業委員・推進委員 集 計

集 計 協議の勧告利用意向調査
所有者等に郵送

（22）7574☎



いわき市農業委員会だより（3）第182号 2019年（令和元年）7月1日

佐
藤

　有
希
恵
さ
ん（
34
歳
）

　蹄
鉄
の
音
が
高
ら
か
に
鳴
り
響
き
、
流
鏑
馬

神
事
が
始
ま
っ
た
。
騎
士
が
疾
走
す
る
馬
に
跨

り
、
的
に
向
か
っ
て
矢
を
射
る
と
次
々
と
的
に

当
た
り
、
沿
道
の
観
衆
か
ら
歓
声
と
拍
手
が
湧

き
上
が
っ
た
。
流
鏑
馬
の
合
間
に
は
、
縁
起
物

の
扇
子
や
生
姜
も
ま
か
れ
、
観
衆
が
競
っ
て
恩

恵
を
受
け
て
い
た
。

　飯
野
八
幡
宮
の
流
鏑
馬
神
事
は
、
別
名
し
ょ

う
が
祭
り
と
も
言
わ
れ
、
言
い
伝
え
に
よ
れ
ば
、

源
頼
義
公
が
前
九
年
の
役
に
出
征
の
お
り
、
ひ

ど
い
暑
気
あ
た
り
に
か
か
り
、
地
方
の
農
民
が

献
じ
た
生
姜
を
食
さ
れ
、
そ
の
病
を
癒
さ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
る
。

　し
ょ
う
が
祭
り
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
た
勿
来
学

校
給
食
共
同
調
理
場
が
全
国
学
校
給
食
甲
子
園

で
1
7
0
1
校
の
中
か
ら
準
優
勝
に
輝
い
た
。

　地
域
の
伝
統
芸
能
か
ら
着
想
を
得
た
、
し
ょ

う
が
風
味
の
流
鏑
馬
汁
な
ど
地
元
の
食
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
取
り
入

れ
た
献
立
で
今
回

の
快
挙
と
な
っ
た
。

　今
年
の
流
鏑
馬

神
事
は
、
9
月
7

日
と
8
日
の
午
後

2
時
か
ら
開
催
予

定
。
運
が
良
け
れ

ば
、
生
姜
を
ゲ
ッ

ト
出
来
る
か
も
！

　今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、
小
川

町
の
新
規
就
農
者
、
佐
藤
有
希
恵

さ
ん
で
す
。
現
在
、
施
設
野
菜
と

し
て
20
ア
ー
ル
の
ミ
ニ
ト
マ
ト
や

生
食
用
の
ぶ
ど
う
8
品
種
を
作
付

け
し
な
が
ら
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ワ

イ
ン
の
原
料
の
赤
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど

う
品
種
マ
ル
ベ
ッ
ク
の
栽
培
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　佐
藤
さ
ん
は
、
2
年
前
ま
で
東

京
で
会
社
員
を
し
て
い
ま
し
た
。

単
純
で
変
化
の
な
い
日
々
の
中
で
、

目
標
と
な
る
、
自
分
が
本
当
に
や

り
た
い
事
を
探
し
続
け
て
い
た
そ

う
で
す
。

　そ
ん
な
時
、

旅
行
で
行
っ

た
南
米
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
で

黒
ぶ
ど
う
と

呼
ば
れ
て
い

る
色
素

の

濃

い

マ
ル

ベ
ッ
ク
が
原

料
の
ワ
イ
ン

に
出
会
い
、

そ
の
美
味
し

さ
に
感
銘
を

受
け
、
ア
ル

ゼ
ン
チ
ン
ワ
イ
ン
に
魅
了
さ
れ
て

い
き
ま
し
た
。

「
こ
う
い
う
ワ
イ
ン
を
作
っ
て
み

た
い
」
と
強
く
思
い
、
原
料
で
あ

る
マ
ル
ベ
ッ
ク
を
自
分
で
育
て
た

い
と
土
地
探
し
を
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
の
事
を
殆
ど
分
か
ら

な
か
っ
た
佐
藤
さ
ん
は
、
会
津
の

ト
マ
ト
農
家
で
研
修
を
受
け
な
が

ら
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
ワ
イ
ン
に
つ
い

て
の
勉
強
も
し
ま
し
た
。

　故
郷
で
あ
る
い
わ
き
市
で
も
気

候
的
に
栽
培
可
能
と
知
り
、
県
や

市
町
村
、
農
協
な
ど
に
相
談
し
な

が
ら
現
在
の
小
川
町
に
移
り
、
マ

ル
ベ
ッ
ク
の
栽
培
と
、
将
来
的
に

は
ワ
イ
ン
造
り
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

　し
か
し
、
未
だ
課
題
も
多
く
あ

り
ま
す
。
日
本
の
ワ
イ
ン
ブ
ー
ム

の
中
、
福
島
で
も
ワ
イ
ン
用
の
ぶ

ど
う
を
栽
培
し
て
い
る
農
家
が
多

く
な
っ
た
た
め
、
苗
木
が
な
か
な

か
手
に
入
ら
な
い
こ
と
も
そ
の
一

つ
で
す
。

　今
年
は
よ
う
や
く
10
本
の
苗
木

が
入
手
出
来
た
そ
う
で
す
。 

　「
夢
を
持
っ
て
、
そ
れ
を
目
標

に
変
換
し
、
行
動
に
移
す
」
と
い

う
事
を
実
現
さ
れ
て
い
る
佐
藤
さ

ん
。
行
動
力
と
決
断
力
に
感
動
し

ま
し
た
。 

　佐
藤
さ
ん
を
魅
了
し
て
人
生
を

変
え
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
マ
ル
ベ
ッ
ク
ワ
イ
ン
を
、
い
わ

き
産
と
し
て
是
非
味
わ
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

　ま
た
、
ワ
イ
ナ
リ
ー
や
そ
れ
に

伴
う
施
設
等
、
夢
は
広
が
る
ば
か

り
で
す
。 

　佐
藤
さ
ん
の
ご
活
躍
を
期
待
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

さ
と
う

　
　
　
ゆ

き

え

今
号
の
表
紙
か
ら

今
号
の
表
紙
か
ら

小
川
町

がんばる農業者

あの人この人あの人この人あの人この人

（
撮
影
・
執
筆

鈴
木
義
直

　委
員
）

（
撮
影
・
執
筆

　
和
田
正
人

　委
員
）
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　転
用
し
た
い
農
地
が
市
街
化
区
域
内

に
位
置
す
る
場
合
は
農
業
委
員
会
へ
届
出

が
必
要
で
す
。

　転
用
し
た
い
農
地
が
市
街
化
調
整
区
域

内
、
都
市
計
画
区
域
外
に
位
置
す
る
場
合

は
農
業
委
員
会
へ
許
可
申
請
書
を
提
出
し
、

許
可
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　平
成
30
年
の
全
国
農
業
新
聞
普
及
に
顕

著
な
成
績
を
お
さ
め
た
と
し
て
、
4
月
11

日
に
開
催
さ
れ
た
平
成
31
年
度
全
国
情
報

会
議
の
席
上
で
、
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

　今
回
の
受
賞
は
、
全
国
農
業
新
聞
の
購

読
部
数
が
前
年
と
比
較
し
て
大
き
く
増
加

し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
全
国
で
７
番

目
の
増
加
数
と
な
り
ま
し
た
。

　ま
た
、
併
せ
て
、
情
報
活
動
功
労
者
と

し
て
次
の
６
名
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

蛭
田

　元
起

草
野

　庄
一

鈴
木

　
　理  

松
本

　英
人

箱
﨑

　寿
正

三
戸

　
　進

（
敬
称
略
）

　
　
　

　
　転
用
目
的
の
た
め
土
地
の
造
成
や
建

築
物
・
工
作
物
設
置
の
着
工
を
行
う
前
に

農
業
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
許

可
を
受
け
る
ま
で
は
土
地
の
造
成
や
建
築

物
・
工
作
物
設
置
の
着
工
を
す
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
。

　な
お
、
届
出
・
許
可

の
毎
月
の
締
切
日
等

に
つ
い
て
は
、
以
下

の
と
お
り
で
す
。
申

請
内
容
が
基
準
に
合

致
し
て
い
れ
ば
下
記

の
日
程
で
許
可
指
令

書
を
交
付
し
ま
す
。

QQAA
　
　
　

　
　農
地
所
有
者
や
事
業
者
が
是
正
指
導
、

原
状
回
復
命
令
を
受
け
る
場
合
や
罰
則

（
※
2
）
が
科
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　ま
た
、
許
可
後
に
事
業
計
画
ど
お
り
に

転
用
し
な
か
っ
た
場
合
も
同
様
の
処
分
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

QQAA

　
　ど
の
よ
う
な
目
的
で
あ
っ
て
も
許
可
を

　
　受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
か
？

　
　一
定
の
場
合
（
※
1
）
は
許
可
が
不

要
で
す
。
許
可
の
要
否
に
つ
い
て
は
、
事

前
に
農
業
委
員
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
農
地
の
位
置
や
転
用
目
的
に

よ
っ
て
は
許
可
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
農

地
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
申
請
前
に
農
業

委
員
会
へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
※
1
）
農
地
の
所
有
者
が
自
ら
使
用
す
る

　
　
　
　2
0
0
㎡
未
満
の
農
業
用
施
設
を
建
設

　
　
　
　す
る
場
合
等

（
※
2
）
懲
役
刑
（
３
年
以
下
）
ま
た
は
罰
金

　
　
　
刑
（
個
人
の
場
合
3
0
0
万
円
以
下
、

　
　
　
　法
人
の
場
合
１
億
円
以
下
）

QQ QQAA AA

い
わ
き
市
農
業
委
員
会
　全国
第
7
位

全
国
農
業
新
聞
情
報
活
動
表
彰
﹁
増
加
部
数
の
部
﹂

農
地
審
査
係

お
問
合
せ

☎
（
2
2
）7
5
7
8

受　付
締切日

許可書等
交 付 日

届出
5日

20日

26日

15日

月末

翌月26日許可

い
つ
手
続
を
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？

許
可
を
受
け
ず
に
転
用
し
た
場
合
は

ど
の
よ
う
な
処
分
を
受
け
ま
す
か
？

農地を農地以外
の用途に使用
したいのですが

ど
の
よ
う
な
手
続
を
す
れ
ば
よ
い
で

す
か
？

農
業
委
員

推
進
委
員



農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）

農地流動化情報農地流動化情報農地流動化情報 Vol.41
　農業委員会では、耕作を目的とする農地情
報の収集・提供を行っています。売買・貸借
等の意向がある方は、是非ご相談下さい。

No.
1

2

3

4

田

田

田

畑

10.57

35.34

18.62

13.70

平上山口字田中　　　（1筆）

平上山口字菅谷　　　（3筆）

平上平窪字上岡　　　（1筆）

平上平窪字上岡　　　（1筆）

農 地 の 所 在 地 地目 面積（a）No.
1

2

田

田

25.80

34.74

沼部町釜ケ淵　　　　（5筆）

沼部町滑沢川原　　　（3筆）

売
り
た
い

貸
し
た
い
上に記載されている農地の詳細は、下記へお問い合わせください。

お問合わせ 農地調査係 ☎（22）7574

《
農
業
者
年
金
の
特
徴
》

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た

﹁
田
ん
ぼ
の
学
校
﹂
が
始
ま
り
ま
し
た
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　去
る
４
月
22
日
に
、
菊
田
小

学
校
に
て
「
田
ん
ぼ
の
学
校
」

の
開
校
式
及
び
マ
コ
モ
ダ
ケ
の

苗
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　当
日
は
５
年
生
82
名
が
、
応

援
団
の
方
々
か
ら
説
明
を
受
け

て
苗
植
え
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　最
初
は
恐
々
と
い
っ
た
様
子

で
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ
て

い
た
子
ど
も
た
ち
で
し
た
が
、

応
援
団
の
方
々
の
サ
ポ
ー
ト
を

受
け
て
苗
植
え
を
始
め
る
と
、

す
ぐ
に
慣
れ
て
、
笑
顔
で
作
業

を
進
め
て
い
ま
し
た
。

　苗
植
え
が
終
わ
る
と
、
団
子

状
に
丸
め
た
肥
料
を
、
友
達
同

士
競
う
よ
う
に
田
ん
ぼ
に
投
げ

入
れ
て
い
ま
し
た
。

　地
域
の
未
来
を
担
う
子
ど

も
た
ち
が
「
農
業
・
農
村
地

域
の
大
切
さ
」
、「
環
境
の
大

切
さ
」
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
豊
か
な
感
性
と
深
い
見

識
を
持
つ
こ
と
を
目
指
し
、

農
村
地
域
の
重
要
な
要
素
で

あ
る
田
ん
ぼ
等
の
自
然
環
境

を
遊
び
と
学
び
の
場
と
し
て

活
用
し
た
体
験
型
学
習
と
し

て
、
県
農
林
水
産
部
が
毎
年

実
施
し
て
い
ま
す
。

　今
年
度
は
、
前
年
同
様
、

菊
田
小
学
校
で
マ
コ
モ
ダ
ケ

の
栽
培
を
中
心
に
、
田
ん
ぼ

の
生
き
物
調
査
や
マ
コ
モ
ダ

ケ
の
生
育
状
況
調
査
、
収

穫
・
実
食
体
験
な
ど
、
11
月

ま
で
継
続
的
に
活
動
し
て
い

く
予
定
で
す
。

　田
ん
ぼ
で
栽
培
で
き
る
イ

ネ
科
の
多
年
草
で
、
茎
の
株

元
が
肥
大
し
た
も
の
で
す
。

　タ
ケ
ノ
コ
の
よ
う
な
食
感

で
ク
セ
が
な
い
た
め
、
さ
ま

ざ
ま
な

調
理
法

で
お
い

し
く
食

べ
ら
れ

ま
す
。

○
農
業
者
年
金
は
、
農
業
者
だ
け
が

　加
入
で
き
る
国
民
年
金
の
上
乗
せ

　年
金
（
公
的
年
金
）
で
す
。

○
納
め
た
保
険
料
と
そ
の
運
用
益
に

　よ
り
年
金
額
が
決
ま
る
積
み
立
て

　方
式
で
す
。

○
自
分
で
月
額
保
険
料
を
決
め
ら
れ

　ま
す
（
2
万
円
か
ら
6
万
7
千
円

　の
範
囲
内
の
千
円
単
位
）
。
ま
た
、

　途
中
で
月
額
を
変
更
す
る
こ
と
が

　で
き
ま
す
。

○
任
意
脱
退
が
可
能
で
す
（
脱
退
一

　時
金
は
あ
り
ま
せ
ん
）
。

○
支
払
っ
た
保
険
料
は
、
加
入
期
間

　に
応
じ
、
任
意
脱
退
し
て
も
将
来

　受
給
で
き
る
年
金
額
に
反
映
さ
れ

　ま
す
。

○
加
入
後
は
、
国
民
年
金
の
付
加
年

　金
（
月
額
4
0
0
円
）
に
も
加
入
し

　て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　農業者年金を受けてい
る方は、農業者年金基金
から毎年5月下旬に郵送
される「現況届」の提出
が必要となります。
　提出がないときは、農
業者年金の支払いが11月
の入金から差し止められ
ますのでご注意ください。
　提出期限は6月末日と
なっております。まだお
済みでない方は、農業委
員会事務局へ
提出してくだ
さい。

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？

農
業
者
年
金
に
加
入
し
ま
せ
ん
か
？お問合せ／農政振興係　

☎（22）7534

「農業者年金受給権
者現況届」の提出は
　お済みですか？

は　い いいえいいえいいえ

い
い
え

は

　い

は

　い

は

　い

農業者年金に加入できません

農
業
者
年
金
に

加
入
で
き
ま
す
！

あ
な
た
は
20
歳
以

上
で
60
歳
未
満
で

す
か
？

国
民
年
金
の
第
1

号
被
保
険
者
で
す

か
？

国
民
年
金
の
保

険
料
を
免
除
さ
れ

て
い
ま
す
か
？

年
間
60
日
以
上
農

業
に
従
事
し
て
い

ま
す
か
？

「
田
ん
ぼ
の
学
校
」と
は
？

「
マ
コ
モ
ダ
ケ
」と
は
？



「
春
過
ぎ
て
夏
来
に
け
ら

し
白
妙
の
・
・
・
」
。

　

『
農
業
委
員
会
だ
よ
り
』

1
8
1
号
発
行
か
ら
1

8
2
号
発
行
ま
で
の
間
は

ま
さ
に
そ
ん
な
季
節
か
と

思
い
ま
す
。
山
野
は
生
命

力
で
あ
ふ
れ
、
田
植
え
さ

れ
た
苗
は
、
活
着
し
分
け

つ
を
始
め
ま
す
。
古
人
も
、

「
青
春
」
や
「
朱
夏
」
な

ど
、
季
節
に
、
行
く
先
の

興
隆
を
思
わ
せ
る
色
を
冠

し
て
後
に
残
し
ま
し
た
。

　異
常
気
象
と
い
う
言
葉

を
聞
く
こ
と
の
多
く
な
っ

た
昨
今
、
作
物
の
収
穫
ま

で
何
が
あ
る
か
分
か
り
ま

せ
ん
が
、
少
な
く
と
も
今

の
季
節
は
、
生
き
と
し
生

け
る
も
の
の
旺
盛
な
生
命

力
を
享
受
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

　編
集
委
員
一

同
、
先
の
山
形

研
修
を
糧
と
し

て
、
よ
り
良
い

紙
面
づ
く
り
を

目
指
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

編 集 委 員

　三和小学校の「いわき伝統野菜教

室」について紹介します。

　三和小学校では昨年度、４・５年

生を対象に総合的な学習の時間にお

いて三和地区の伝統野菜（小豆「む

すめきたか」）について学習しまし

た。

　種まきや定植、土寄せや追肥そし

て収穫後には調理して地域の方と会

食するなど、年間を通して貴重な体

験をすることができました。

　今後もこのような学習を継承する

とともに、ふるさとの食文化を学ぶ

ことで、郷土

愛を深めても

らいたいと思

います。

　今年度は、３・

４年生が「む

すめきたか」

の栽培をして

いく予定です。

（
執
筆

　蛭
田
元
起

　編
集
委
員
長
）

（取材　草野　久仁昭　委員）
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トピックストピックス
《南部地

区》

　〔小名
浜・勿来

・常磐・

　　遠野
・田人地

区〕

　今
回
、
南
部
地
区
か
ら
は
５
月
９
日
・

１０
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
J
A
福
島
さ
く

ら
第
6
営
農
経
済
セ
ン
タ
ー
管
内
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
「
苗
祭
り
」
を
ご
紹
介
し
ま

す
。　毎

年
、
夏
野
菜
を
植
え
る
絶
好
の
タ
イ

ミ
ン
グ
で
あ
る
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
る

催
し
物
で
、
果
菜
類
を
中
心
に
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
。
当
日
は
苗
を
買
い
求
め
る
来

場
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　元
々
管
内
で
は
、
キ
ュ
ウ
リ
・
ト
マ
ト
の
ハ
ウ
ス
栽
培
を
は

じ
め
野
菜
づ
く
り
が
盛
ん
で
し
た
が
、
８
年
前
の
原
発
事
故
以

来
、
他
の
農
産
物
同
様
に
風
評
の
影
響
を
受
け
作
付
け
が
減
少

し
て
い
ま
し
た
。
苗
の
販
売
も
当
然
影
響
を
受
け
、
供
給
元
の

（
有
）
水
野
園
芸
で
も
一
時
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
か
ら
注
文
を
断

ら
れ
た
事
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　し
か
し
な
が
ら
、
行
政
や
J
A
独
自
の
放
射
能
簡
易
検
査
等

の
普
及
努
力
や
生
産
者
の
地
道
な
努
力
が
実
を
結
び
、
野
菜
の

作
付
け
が
徐
々
に
回
復
し
、
更
に
は
J
A
等
の
直
売
所
が
相
次

い
で
オ
ー
プ
ン
し
た
こ
と
も
あ
り
、
生
産
者
の
出
荷
意
欲
の
高

ま
り
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
最
近
で
は

家
庭
菜
園
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
る
こ
と
も
追
い
風
と
な

り
苗
の
販
売
量
が
増
え
、
震
災
前
に
戻
り
つ
つ
あ
る
と
の
こ

と
で
す
。

（
有
）
水
野
園
芸
代
表
取
締
役
の
水
野
広
明
さ
ん
に
、
最
近

の
苗
事
情
を
お
聞
き
し
た
と
こ
ろ
、
病
害
虫
に
強
く
、
お
い

し
い
実
が
た
く
さ
ん
な
る
家
庭
菜
園
で
も
作
り
や
す
い
品
種

を
求
め
る
お
客
様
が
多
い
と
の
こ
と
で
、
売
り
場
会
場
で
も

J
A
や
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
に
尋
ね
る
姿
も
見

ら
れ
ま
し
た
。

　こ
の
春
か
ら
家
庭
菜

園
を
始
め
る
と
言
う
来

場
者
は
「
い
ろ
い
ろ
な

野
菜
を
育
て
た
く
て
来

ま
し
た
。
」
と
、
興
味

あ
る
野
菜
の
苗
を
一
鉢

ず
つ
購
入
し
て
い
ま
し

た
。
野
菜
づ
く
り
を
楽

し
み
な
が
ら
、
た
く
さ

ん
収
穫
で
き
る
こ
と
を

祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

編
集
後
記

編
集
後
記

蛭田元起委員長 蛭田秀史副委員長

遠藤重和 草野久仁昭鈴木義直

・
・

箱﨑寿正 和田正人・
・

（
撮
影
・
執
筆

　遠
藤
重
和

委
員
）
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